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ウ
ェ
ビ
ナ
ー
は
、
講

師
に
感
染
症
専
門
医
の

兒
子（
に
ご
）真
之
医
師

（
テ
キ
サ
ス
州
立
大
学

ヒュー
ス
ト
ン
校
感
染
症

科
助
教
授
）
を
迎
え
、

Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
会
長
で
病

院
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
も

携
わ
る
柳
澤
貴
裕
医
師

（
マ
ウ
ン
ト
サ
イ
ナ
イ

医
科
大
学
内
分
泌
内
科

教
授
）
と
対
談
す
る
形

で
進
め
ら
れ
た
。
両
医

師
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
多

く
の
人
に
接
種
し
て
も

ら
い
た
い
」と
い
う
も
の
。

■
ワ
ク
チ
ン
の
種
類

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
を
語
る
上
で
、
兒

子
医
師
は
ま
ず
ワ
ク
チ

ン
の
種
類
を
解
説
し
た

（
表
参
照
）。
米
食
品

医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）

が
緊
急
使
用
を
認
可

し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
は
、
い
ず
れ

も
非
生
ワ
ク
チ
ン
。
フ

ァ
イ
ザ
ー
と
モ
デ
ル
ナ

がｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン

（
表
内
③
）
で
、
ジ
ョ

ン
ソ
ン
＆
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が

D
N
A
ワ
ク
チ
ン
（
表

内
④
）。
こ
れ
ら
遺
伝

子
素
材
の
ワ
ク
チ
ン
の

認
可
は
今
回
が
初
だ
。

■
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
と
モ
デ

ル
ナ
のｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク

チ
ン
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
突
起
（
ス

パ
イ
ク
）
部
分
のｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ
だ
け
を
使
っ
た
も

の
。
投
与
さ
れ
る
と

体
内
で
ス
パ
イ
ク
部
分

の
タ
ン
パ
ク
質
が
形
成

さ
れ
、
人
間
の
免
疫
細

胞
が
そ
れ
を
認
識
し
、

抗
体
が
作
ら
れ
る
。

　
「
投
与
さ
れ
た
ス
イ

パ
イ
ク
部
分
のｍ
Ｒ
Ｎ

Ａ
は
、
約
24
時
間
で
体

内
か
ら
消
滅
。
そ
の

間
に
ス
パ
イ
ク
・
タ
ン

パ
ク
質
が
形
成
さ
れ
抗

体
が
作
ら
れ
る
と
、
そ

の
タ
ン
パ
ク
質
も
72
時

間
で
消
滅
。
抗
体
だ
け

が
残
り
ま
す
」
と
兒
子

医
師
。

　

同
じｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク

チ
ン
で
も
２
社
で
は
多

少
違
い
が
あ
る
。
フ
ァ

イ
ザ
ー
製
が
マ
イ
ナ
ス

70
度
と
い
う
超
低
温
保

存
が
必
要
な
の
は
皆
が

知
る
と
こ
ろ
だ
。
１
〜

２
回
目
の
投
与
間
隔
は

21
日
間
。

　

一
方
の
モ
デ
ル
ナ
製

の
保
存
温
度
は
、
普
通

の
冷
蔵
庫
（
マ
イ
ナ
ス

20
度
）
で
の
保
存
が
可

能
。
１
〜
２
回
目
の
投

与
間
隔
は
28
日
間
と
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
よ
り
少
し

長
い
。

　

１
、２
回
目
は
、
同

じ
会
社
の
ワ
ク
チ
ン
を

打
つ
こ
と
。
２
度
目
の

接
種
が
遅
れ
る
場
合

は
、
い
ず
れ
の
ワ
ク
チ

ン
も
、
１
回
目
か
ら
６

週
間
（
42
日
間
）
以
内

に
投
与
す
る
よ
う
、
米

疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ

ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
は
奨
励

し
て
い
る
。

■
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の

　

効
果
は
？

　

ワ
ク
チ
ン
／
偽
薬
投

与
後
の
「
発
症
率
」
を
、

数
カ
月
に
わ
た
り
記
録

し
た
フ
ァ
イ
ザ
ー
の
デ

ー
タ（
グ
ラ
フ
参
照
）に

よ
る
と
、
１
回
目
の

接
種
か
ら
14
日
目
ま
で

は
、
ワ
ク
チ
ン
群
と
偽

薬
群
で
ほ
と
ん
ど
違
い

は
な
い
。
と
こ
ろ
が
そ

の
後
、
偽
薬
群
の
発
症

率
が
ど
ん
ど
ん
上
が
る

の
に
対
し
、
ワ
ク
チ
ン

群
は
横
ば
い
。
３
ヵ
月

後
に
は
両
群
の
差
は
明

白
で
、
ワ
ク
チ
ン
の
有

効
性
が
95
％
と
判
断
さ

れ
た
。
し
か
も
、
偽

薬
群
で
は
感
染
者
の
う

ち
９
人
が
重
症
化
し
た

が
、
ワ
ク
チ
ン
群
で
は

１
人
だ
っ
た
。

　

兒
子
医
師
は
、「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ワ
ク

チ
ン
同
様
、
接
種
後
効

果
が
出
る
ま
で
２
週
間

く
ら
い
か
か
り
ま
す
」

と
解
説
し
た
。

■
Ｄ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
＆
ジ
ョ
ン

ソ
ン
が
こ
の
型
（
表
の

④
）。
人
間
に
無
害
な

ウ
イ
ル
ス
を
使
っ
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ご
く
一
部
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

体
内
の
細
胞
内
に
運

ぶ
。
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

基
に
体
内
で
ス
イ
パ
イ

ク
部
分
のｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
が

形
成
さ
れ
、
そ
の
後

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
はｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
と
同
じ

だ
。
人
間
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

に
ワ
ク
チ
ン
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

は
組
み
込
ま
れ
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が

体
内
で
再
生
さ
れ
る
こ

と
も
な
い
。

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
特

徴
は
、
１
回
の
接
種
で

済
む
こ
と
、
南
ア
フ
リ

カ
な
ど
変
異
種
へ
の
効

果
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
、

保
存
が
比
較
的
簡
単
で

あ
る
こ
と
（
摂
氏
４
度

で
３
カ
月
間
）。
中
程

度
の
発
症
を
57
〜
72
％

防
ぎ
、
重
度
の
発
症
を

85
％
防
ぎ
、
入
院
・
死

亡
の
予
防
率
は
１
０
０

％
だ
っ
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ご
く
一
部
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
、

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
使
っ
た
だ

け
な
の
で
、
接
種
に
よ

っ
て
コ
ロ
ナ
感
染
は
起

こ
り
ま
せ
ん
」
と
、
兒

子
医
師
は
強
調
す
る
。

■
安
全
性
は
？

　

普
通
は
何
十
年
も
か

け
て
開
発
さ
れ
る
ワ
ク

チ
ン
が
、
今
回
は
こ
れ

だ
け
の
ス
ピ
ー
ド
で
認

可
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、

不
安
を
感
じ
る
人
も
多

い
。
し
か
し
両
医
師
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
開
発
に
は
先
行
投

資
が
非
常
に
大
き
か
っ

た
こ
と
、
ま
た
世
界
各

地
で
患
者
数
が
多
い
た

め
、
短
時
間
で
大
量
の

デ
ー
タ
収
集
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
が
、
ス
ピ

ー
ド
開
発
の
背
景
に
あ

り
ま
す
。
数
万
人
規

模
の
ワ
ク
チ
ン
研
究
デ

ー
タ
は
、
質
・
量
と
も

に
非
常
に
信
頼
性
の
高

い
も
の
」と
話
す
。

　
「
ま
だ
数
カ
月
と
い

う
短
期
間
の
デ
ー
タ
し

か
な
い
の
も
事
実
で
、

今
後
非
常
に
稀
な
副
作

用
が
出
て
く
る
可
能
性

が
な
い
と
は
言
い
切
れ

ま
せ
ん
が
、
接
種
の
リ

ス
ク
と
利
益
を
比
べ
た

場
合
、
利
益
の
方
が
大

き
い
、
接
種
価
値
の
あ

る
ワ
ク
チ
ン
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
」と
も
。

　

接
種
後
の
副
反
応

（
副
作
用
）
は
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
・ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ

ン
と
も
ほ
ぼ
同
じ
デ
ー

タ
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

圧
倒
的
に
多
い
の
が
、

打
っ
た
場
所
が
痛
く
な

る
こ
と
。
倦
怠
感
や
発

熱（
ほ
ど
ん
と
は
微
熱
）

も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

■
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
へ
の

　

不
安

　

ワ
ク
チ
ン
へ
の
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
も
懸
念
さ

れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
両

医
師
は
「
ど
ん
な
ワ
ク

チ
ン
も
副
作
用
、
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
が
起
こ
る

可
能
性
は
あ
り
ま
す
」

と
話
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
は
、
ほ
と
ん
ど
接

種
後
す
ぐ
に
起
こ
る
の

で
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
も
、「
接
種
後

15
〜
30
分
そ
の
場
で
待

機
」
の
指
示
に
は
、
必

ず
従
う
こ
と
。

　

重
度
の
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
と
し
て
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
シ
ョッ
ク
が
あ

る
。
そ
の
発
症
頻
度

は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
場
合
フ
ァ
イ
ザ
ー
が

１
０
０
万
人
に
５
人
、

モ
デ
ル
ナ
が
同
２
・
５

人
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
同
１
・
53
人
に
比
べ

る
と
多
少
頻
度
は
高
い

が
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
が
同
０
・

５
人
、
破
傷
風
が
同

２
・
89
人
、
水
痘
が

同
６
・
93
人
と
、
ど

の
ワ
ク
チ
ン
も
発
症
率

は
ゼ
ロ
で
は
な
い
。

　

兒
子
医
師
は
「
不
安

な
人
は
、
主
治
医
と
よ

く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

病
院
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

セ
ン
タ
ー
な
ど
、
万
が

一
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が

出
た
時
に
、
す
ぐ
に
対

応
で
き
る
施
設
で
接
種

を
受
け
る
こ
と
も
大
事

で
す
」と
話
す
。

■
誰
の
た
め
の
接
種
か

　

兒
子
医
師
は
感
染
症

専
門
医
と
し
て
次
の
よ

う
に
話
す
。

　
「
感
染
を
防
ぎ
た
い
、

重
症
化
を
防
ぎ
た
い
、

家
族
を
守
り
た
い
と
、

接
種
す
る
理
由
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

同
時
に
、
接
種
し
な
い

こ
と
の
リ
ス
ク
も
考
え

て
ほ
し
い
。
接
種
せ
ず

に
感
染
し
、
重
症
化
す

る
リ
ス
ク
、
周
囲
に
感

染
を
広
げ
る
リ
ス
ク
で

す
。
地
域
・
社
会
を

挙
げ
て
接
種
す
る
こ
と

で
集
団
免
疫
が
で
き
、

感
染
を
食
い
止
め
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
」

　

そ
し
て
昨
年
春
、
コ

ロ
ナ
病
棟
と
化
し
た
マ

ウ
ン
ト
サ
イ
ナ
イ
病
院

で
患
者
を
治
療
し
た
柳

澤
医
師
は
、
次
の
よ
う

に
話
す
。

　
「
兒
子
先
生
も
私

も
、
す
で
に
接
種
を
終

え
て
い
ま
す
。
マ
ウ
ン

ト
サ
イ
ナ
イ
病
院
で
も
、

医
療
従
事
者
の
94
％
が

す
で
に
接
種
を
受
け
、

重
篤
な
副
作
用
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現

場
の
我
々
は
、
本
来
健

康
な
人
が
コ
ロ
ナ
感
染

で
肝
臓
も
腎
臓
も
犯
さ

れ
、
亡
く
な
っ
て
い
く

の
を
見
て
き
た
だ
け
に
、

ワ
ク
チ
ン
の
重
要
性
を

実
感
し
て
い
ま
す
。
今

後
ど
ん
ど
ん
接
種
対
象

が
広
が
る
で
し
ょ
う
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が

接
種
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
い
ま
す
」

※
Q
&
A
は
12
面
で

掲
載（
編
集
部
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
進
む
ア
メ
リ
カ
で
、
接
種
を
心
待
ち
に
す
る

人
も
い
れ
ば
、
不
安
を
感
じ
て
躊
躇
す
る
人
も
い
る
。
こ
こ
で
は
、
日
本
ク
ラ
ブ
と
米

国
日
本
人
医
師
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
）
共
催
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
解
説
ウェビ
ナ
ー
か
ら
、
ワ
ク
チ

ン
の
種
類
、
効
果
と
安
全
性
、
副
作
用
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。（
さ
さ
き
き
ん
）

＝
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
は
２
月
25
日
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
、
録
画
映
像
は
別
記
❶
で
視
聴
可
能
＝

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
紙
面
勉
強
会

　
日
本
ク
ラ
ブ
・
米
国
日
本
人
医
師
会
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
か
ら

柳澤貴裕医師 兒子真之医師

ワワククチチンン効効果果: フファァイイザザーー・・ビビオオンンテテッックク

偽偽薬薬群群
(ププララセセボボ群群)

ワワククチチンン群群

一一回回目目接接種種後後のの期期間間（（日日）

発発症症者者数数のの累累積積頻頻度度(%)

1回回目目接接種種 2回回目目接接種種

両両群群間間のの明明白白なな差差

(95％％有有効効性性)

感感染染ししててもも、、重重症症化化ししたた
患患者者はは1人人ののみみ

感感染染者者ののううちち、、9人人がが重重症症化化

発発
症症
者者
のの
割割
合合

https://www.nejm.org/doi/full/10.1056/NEJMoa2034577

ワクチン効果：
ファイザー・ビオンテック

※グラフは兒子医師が医学雑誌NEJMに掲載されたものを改編
別記「役立つ情報源」の「こびナビ」にも掲載されている

【役立つ情報源】
○CDC：www.cdc.gov
○厚生労働省：www.mhlw.go.jp
○こびナビ：https://covnavi.jp

❶日本クラブ、ウェビナー録画映像サイト
https://bit.ly/3tjVqPc

ワクチンの種類
生ワクチン

�ウイルスを弱毒化したワクチン。MMR（麻疹、おたふく風邪、
風疹の混合ワクチン）など

非生ワクチン（③と④がコロナワクチン）
①�不活化ワクチン：ウイルスを完全に殺したワクチン。イン
フルエンザ・ワクチンなど
②�タンパク質ワクチン：ウイルスの一部のタンパク質を使っ
たワクチン。PCV�13（肺炎球菌結合型ワクチン）など

③ �mRNAワクチン：ファイザー、モデルナのコ
ロナワクチンがコレ！新型コロナウイルスの突
起（スパイク）部分の遺伝子素材（mRNA）を
組み込んだワクチン

④ �DNAワクチン：ジョンソン＆ジョンソンのコ
ロナワクチンがコレ！人間に無害なアデノウイ
ルスを使って、新型コロナウイルスの突起（ス
パイク）部分のDNAを細胞内に運び、体内で
そのmRNAと抗体を作るワクチン

コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
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